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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。フィラミンA（FL​​NA）ホモ・サピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アクチンフィラメントを架橋し、アクチンフィラメントを膜糖タンパク質に結合させるアクチン結合タンパク質です。コードされるタンパク質は細胞骨格のリモデリングに関与し、細胞の形状や遊走に変化をもたらします。このタンパク質は、インテグリン、膜貫通受容体複合体、およびセカンドメッセンジャーと相互作用します。この遺伝子の欠陥は、脳室周囲結節性異所症（PVNH1、PVNH4）、耳口蓋指症候群（OPD1、OPD2）、前頭骨端線異形成症（FMD）、メルニック・ニードルズ症候群（MNS）、X連鎖性先天性特発性偽性腸閉塞症（CIIPX）など、いくつかの症候群の原因となります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写変異体が見つかっている。[RefSeq提供、2009年3月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析（フィラミンAウサギmAb使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

